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スポーツ表彰

年金だより

教育委員会だより

保健だより

まちの話題

情報ひろば

元気一杯！福ある笑顔

　１００歳の良太郎さんの笑顔。�
毎朝のお水と自家製ジャージー�
牛乳は欠かさないとのこと。身�
の回りのことも全て一人でこな�
し、お風呂も日に２、３回は入�
るとか。表彰のため風邪を引い�
てはとお風呂も休んで表彰に臨�
んで頂きました。�

　１００歳の良太郎さんの笑顔。�
毎朝のお水と自家製ジャージー�
牛乳は欠かさないとのこと。身�
の回りのことも全て一人でこな�
し、お風呂も日に２、３回は入�
るとか。表彰のため風邪を引い�
てはとお風呂も休んで表彰に臨�
んで頂きました。�



栄
光
賞
６
名
、
奨
励
賞
６
名
、
特

別
賞
（
指
導
者
）
４
名
が
表
彰

　
２
月
16
日
午
後
６
時
か
ら
日
新

館
で
矢
島
町
最
後
と
な
る
「
平
成

16
年
度
矢
島
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
16
年
度

各
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
優
れ

た
功
績
を
上
げ
た
12
選
手
と
４
指

導
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
活
躍
し
た
選
手
だ
け

で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
地
元
指
導

者
に
も
光
を
当
て
、
特
別
賞
と
し

て
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
に
わ
か
杉
国
体
を
控

え
、
矢
島
町
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
に
日

に
高
ま
る
国
体
熱
で
す
が
、
そ
の

後
も
踏
ま
え
た
矢
島
の
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導
、
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
挨
拶
に
立
っ
た
佐
藤
智

弥
さ
ん
は
、
好
成
績
を
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
た
の
は
自
分
だ
け
で
は

な
く
周
り
の
方
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
と
語
り
、
ま
た
２
月
22
日
の

開
幕
を
控
え
た
、
岩
手
り
ん
ど
う

国
体
で
健
闘
を
力
強
く
誓
い
ま
し

た
。

　
今
回
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
矢
島
の
今
後
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、
更
に
飛
躍

し
後
進
の
指
導
に
も
ご
尽
力
く
だ

さ
る
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。

受賞者代表・佐藤智弥さんの挨拶

受賞された16名

個人・１６人�
受賞�



氏名� 成績又は表彰理由�

栄光賞（個人）�

佐　藤　智　弥�
県民体育大会スキー競技会�
成年Ｂ大回転競技優勝�
国民体育大会スキー競技出場�

佐々木　　　望�
東北総体ソフトボール競技�
成年女子第３位�

佐　藤　真理子�

全県高校新人体育大会ソフトボ
ール競技優勝�
全国高校選抜大会ソフトボール
競技出場�

金　子　ゆ　き�

東北高校ヨット選手権大会女子
デュエット競技第２位�
全国高校ヨット選手権大会女子
デュエット競技第９位�

佐　藤　誠　之�

県民体育大会セーリング競技少
年男子ＦＪ級優勝�
国民体育大会セーリング競技少
年男子ＦＪ級出場�

佐　藤　夏　実�

秋田県空手道選手権大会小学６
年女子　形の部優勝・東北地区
空手道選手権大会小学６年女子
形の部第４位・全国空手道選手
権大会小学６年女子　形の部第
４位・松濤杯少年世界空手道選
手権大会女子１２歳　形の部第
４位�

奨励賞（個人）�

三　浦　敏　弘�

全日本６人制バレーボールクラ
ブカップ男子選手権大会秋田県
大会優勝�
東北クラブバレーボール大会第
３位�

小　番　　　保�

全日本６人制バレーボールクラ
ブカップ男子選手権大会秋田県
大会優勝　　全国大会出場�
東北クラブバレーボール大会第
３位�

土　田　　　順�
県民体育大会スキー競技�
成年Ｂ大回転競技準優勝�
国民体育大会スキー競技出場�

豊　島　　　拓�

全県高校総体スキー�
回転競技準優勝�
大回転競技第４位�
全国高校総体スキー競技出場�

茂　木　卓　也�
全県高校新人体育大会�
男子シングルス第９位�
全国高校選抜卓球大会出場�

小　番　嘉　文�

全県高校総体卓球競技�
男子ダブルス第２位�
全国高校総体卓球競技�
男子ダブルス出場�

特別賞（個人）�

佐　藤　一　夫�

平成８年スポ少の発足により夫
人と一緒に指導者。１１年から
監督・又代表指導者として野球
を指導。�
この間、ＡＫＴ杯で優勝２回・
全県大会出場。郡市大会で準優
勝２回の成績を納める。�

佐　藤　俊　一�

昭和５１年高校卒業後、小・中
学校剣道部を指導、現在スポ少
剣道代表指導者。平成５年県ス
ポ少創立３０周年記念大会で功
労者表彰を受賞。特に昨年度は
全日本少年武道練成大会に矢島
町として初出場させる。�

佐　藤　　　勉�

昭和５２年高校卒業後、中学校
卓球部の外部コーチとして指導
平成４年から現在までスポ少と
中学校卓球部を指導。�
この間、県、東北、全国大会に
選手を出場させる。�

小　番　竜太郎�

昭和６３年大学卒業後、柔道会
の一員として中学校柔道部の外
部コーチとして指導。又一昨年
柔道スポ少の発足に併せて両方
を指導。�
この間、中学校柔道部では県大
会に選手を出場させる。�



《相談・健診》

◎乳児健診
　日時　3月7日（月）
　　　　午後1時
　場所　保健センター
　対象　平成16年3・5・8・11月生
　持参するもの
　　母子手帳、記入したアンケート用紙、
　　バスタオル
　※11月生の方は、健康相談票をお持ち
　　ください。

《予防接種》

◎ツベルクリン反応検査・BCG
　①ツベルクリン反応検査
　　日時　3月8日（火）
　　　　　午後1時
　　場所　保健センター
　　対象　平成16年11月生まれまで
　　　　　未接種者
　　※母子手帳を持参してください。
　　　ツベルクリン反応検査の予診票は
　　　ありません。

　②判定・ＢＣＧ
　　日時　3月10日（木）
　　　　　午後1時
　　場所　保健センター
　　持参するもの
　　　母子手帳、記入した予診票

◎健診・予防接種の日程は矢島町のホーム
ページ・
　ｉモードでも御覧いただけます。
《ホームページアドレス》
http://www.town.yashima.akita.jp/
《ｉモードアドレス》
http://www.town.yashima.akita.jp/
fukusi/fukusi/fukusi/imodo.html

【
秋
田
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の
ご
案
内
】

　
現
在
、
10
組
に
１
組
の
ご
夫
婦
が
不
妊
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ご
夫
婦
の
中
に
は
、
治
療
の
費
用

や
精
神
的
な
面
で
悩
ん
で
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
秋
田
県
で
は
、
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
保
険
外
診
療
で
あ
る
特
定
の
不
妊
治

療
（
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
）
を
受
け
た
ご
夫
婦
に
対

し
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
相
談
や
申
請
に
つ
い
て
、
由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環

境
部
（
電
話
22-

４
１
２
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
ス
ギ
花
粉
症
の
お
知
ら
せ
】

　
今
春
の
ス
ギ
花
粉
飛
散
量
は
、
全
国
的
に
観
測
市
場

１
、
２
位
を
争
う
量
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
花

粉
症
の
方
は
、
症
状
の
重
症
化
が
、
花
粉
症
で
な
い
方

も
発
症
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
粉
症

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
月
日
　
平
成
17
年
３
月
８
日
（
火
）

▼
場
所
・
時
間

　
矢
島
町
役
場
　
10
時
〜
12
時

　
矢
島
小
林
工
業
矢
島
工
場
　
13
時
〜
14
時

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
―
Ａ
Ｃ
Ｃ
矢
島
工
場
　
14
時
20
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
15
時
20
分

　
矢
島
消
防
署
　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

本
荘
由
利
広
域
市
町
圏
組
合
立
休
日
応
急
診
療
所

（
旧
本
荘
由
利
医
師
会
病
院
脇
）
当
番
医
予
定

診
療
時
間

　
午
前
10
時
〜

　
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

　
℡
24-

３
９
１
７

予
防
・
重
症
化
予
防
の
た
め
に
、
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

１
、
室
内
に
入
る
時
は
「
服
た
た
き
」
を
し
て
、
花
粉

　
を
室
内
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
、「
洗
顔
」「
う

　
が
い
」
を
し
、
鼻
を
か
み
ま
し
ょ
う
。

２
、
外
出
す
る
際
に
は
、「
マ
ス
ク
」
や
「
メ
ガ
ネ
」
を

　
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
鼻
が
ム
ズ
ム
ズ
し
た
り
、
目
が
痒
く
な
っ
た
り
、

　
花
粉
症
の
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た
ら
早
め
に
医
療
機

　
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

４
、
ス
ギ
花
粉
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に
、
花
粉
情

　
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

花
粉
情
報
は
、
「
秋
田
県
花
粉
情
報
（h

t
t
p
:/
/

w
w
w
.p
re
f.a
k
ita
.jp
/e
ise
i/in
fe
c
tio
n
/p
o
lle
n
/

in
d
e
x
.h
tm
l

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
献
血
車
来
町
（
全
血
）

　
下
記
の
日
程
で
、
献
血
車
が
来
町
し
ま
す
の
で
、
皆

27
日
（
日
）
�

21
日
（
月
）
�

20
日
（
日
）
�

13
日
（
日
）
�

3
月
6
日
（
日
）
�

月
　
　
日
�

酒
　
見
　
喜
久
雄

伊
　
藤
　
政
　
志

山
　
田
　
暢
　
夫

若
　
松
　
秀
　
樹

村
　
田
　
　
　
誠

医
　
師
　
名
�



　平成16年度日本赤十字社社資増強運動！

　日赤協賛委員の献身的な奉仕により、１，０６２，１００円の実績となりました。

　ご協力いただきました皆様に心から感謝申し上げます。なお、平成１３年から特

別社員の社費額が２万円と改定になっております。

　「人道」的な崇高な、しかも、国際的な奉仕や援助活動を続ける

赤十字に一層のご支援をお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　日本赤十字社・矢島分区長　佐藤　清圓

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
行
政
協
力
員
に

よ
る
毎
戸
募
金
、
婦
人
会
に
よ
る
街
頭
募
金
、
小
・

中
・
高
校
に
よ
る
学
校
募
金
、
町
内
法
人
、
個
人
・

団
体
に
よ
る
大
口
募
金
、
職
場
に
お
け
る
募
金
等

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
目
標
金
額
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
運
動
に
ご
協
力
下

さ
い
ま
し
た
町
民
皆
様
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
矢
島
町
共
同
募
金
会
長
　
　
佐
藤
　
清
圓

平成１６年度　赤い羽根共同募金実績（単位：円）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　介護保険事業は、由利本荘市となっても、これまで同様、本荘由利広域市町村圏組合にて運営いた

します。なお、平成１７年３月２２日以降は、本荘由利広域市町村圏組合にて、由利本荘市、仁賀保

町、金浦町、象潟町の1市3町の介護保険事業を運営していきます。

　平成17年度の介護保険料基準額は、これまでと変わりません。ただし、保険料は、毎年の世帯の住

民税課税状況等によって変わりますので、平成16年度と比べ状況が変更となったときには、金額変更

となる場合があります。７月に保険料額の決定通知がいきますので、ご確認ください。

　要介護認定申請書等の受付や被保険者証等の交付、納付書等の再発行等は、すべての総合支所にて

行えますので、お近くの総合支所にお申し出ください。

　被保険者証は、これまで発行している被保険者証をお使いください。（一斉交付は行いません。紛

失・汚れ等の場合には再発行いたしますので、総合支所に再発行を申請してください。）

あなたの老後を支える大切な「介護保険」にご協力よろしくお願いいたします。

種　別� 金　額� 備　考�

１．毎戸募金�
　　（個人大口含む）�

1,087,411
毎戸募金1672世帯�
個人大口11件�

２．街頭募金� 22,319 矢島町婦人会�

３．法人募金� 73,000 企業16社�

４．学校募金� 45,252 高校、小・中学校�

５．職域募金� 11,008 役場、社協、ＪＡ、ＴＤＫ�

６．その他� 481

1,239,471



「年金制度改正等」のお知らせ

１．平成１７年度の国民年金保険料は月額 13,580円となります。
　

２．国民年金保険料の口座振替割引制度が拡充されます。
　１）１７年度分の保険料を一括して前納すると

　　　①現金払いでは、2,890円の割引

　　　②口座振替では、3,420円の割引となります。

　　　　現金払の前納は４月に郵送されてくる納付書で、５月２日までに金融

　　　機関に納付願います。

　　　　また、口座振替での前納は、３月３１日までに社会保険事務所での登

　　　録が完了している必要があります。早めに手続き願います。

　２）月々の口座振替に早割（当月保険料の当月末引き落とし）制度ができま

　　　した。

　　　　通常の口座振替は定額ですが、早割にすると40円が割引となります。

　　　早割制度を申し込みすると翌月末の初回の口座振替にて２ヶ月分の保険

　　　料（従前の保険料と40円割引された保険料）が引き落としとなり、その

　　　後毎月の保険料が割引となります。

３．若年者納付猶予制度が導入されます。
　　　これまでは、所得が一定額以上の世帯主と同居している場合は保険料の

　　免除対象となりませんでしたが、２０歳代の方は本人（配偶者を含む）の

　　所得が一定額以下の場合は、申請により月々の保険料納付が猶予されます。

　　障害や死亡といった不慮の事態が生じたときにその月の前々月以前の１年

　　間に保険料の滞納があると、障害基礎年金や遺族基礎年金が受け取れない

　　場合がありますが、この納付猶予制度の承認を受けている期間は滞納扱い

　　とならないことから、万一の時も安心です。

　　　なお、満額の老齢基礎年金を受け取るためには、その後１０年以内に保

　　険料を納付する必要があります。

　　※若年者猶予制度の対象となる年収の目安

　　平成１７年度の基準

　　４人世帯（夫婦・子供２人） ２５８万円

　　２人世帯（夫婦のみ） １５７万円

　　単身世帯 １２２万円

４．保険料免除の所得基準額が一部緩和されます。
　　　扶養控除がないために若者に多い単身世帯に厳しいものとなっていた保

　　険料免除の所得基準が、単身世帯を中心に緩和されます。



　　　※単身世帯の保険料免除の目安（年収ベース）

　　　　　　　　　　　全額免除　　　半額免除

　　　平成１６年度　　１００万円　　１５０万円

　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　↓

　　　平成１７年度　　１２２万円　　２２７万円

５．第３号被保険者の「特例」が実施されます。
　　　特例の届出をして頂くことによって、２年以上前の期間も第３号被保険

　　者期間として取扱、将来その分の年金を受け取ることができるようになり

　　ます。

　　　なお、平成１７年３月までに第３号の届出があり、社会保険庁から「第

　　３号被保険者未納通知」を受け取っている方は届出の必要はありません。

　　該当する方については４月下旬にお知らせが送付されます。

６．特別障害給付金制度が始まります。
　　　この制度は、障害基礎年金等を受給していない障害者に対して福祉的措

　　置を講じる観点から給付金の支払いを行うものです。

　　①対象者

　　　・平成３年３月以前の国民年金任意加入対象であった学生

　　　・昭和６１年３月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金保険等

　　　　に加入していた方の配偶者

　　①対象者

　　　・平成３年３月以前の国民年金任意加入対象であった学生

　　　・昭和６１年３月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金保険等

　　　　に加入していた方の配偶者

　　　上記の方で、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障

　　害基礎年金の１，２級相当の障害の状態にある方です。

　　請求書の受付は４月１日から行いますが給付金の支給は請求書を受け付け

　　た月の翌月からとなりますので、４月中に提出願います。

　　　なお、収入や年金受給の状況によっては支給が制限されることがありま

　　す。

※その他詳しいことは社会保険庁ホームページhttp://www.sia.go.jp/

又は本荘社会保険事務所(24-1114)まで

～国民年金保険料を納めましょう～

　『日本赤十字社矢島分区からのお知らせ』
　矢島分区では、日赤社員の方が亡くなられた際に弔辞を奉読して参りましたが、新市発足に伴い3月

22日より、廃止になりますのでお知らせ致します。

　また、日赤事業の事務局は今まで社会福祉協議会（福祉会館内）で執り行っていましたが、合併後

には矢島総合支所福祉保健課（現在の役場福祉保健課）で担当することになります。

　今後とも災害救助、献血などの日赤事業の推進につきましてご協力を賜りますようよろしくお願い

致します。



２月１０日　人権教室実施
　矢島小学校において二・三校時を使って三・四年生が授業を

行いました。指導者は、本荘協議会事務局長の打矢好子先生、四

年生には矢島町人権擁護委員で本荘協議会副会長の伊東廣闡先

生の二人で、ビデオの「プレゼント」と言う教材でした。内容

は「いじめ」を扱ったもので、授業のねらいは、二つあり、「人

権とは何か」「みんなの心に蒔こうとする種はなにか」というこ

とでした。最初にビデオを観て、この２つの答えを見つけよう

と、子供達は真剣に考え意見を述べていました。「人権とは、人

間が幸せに暮らせる権利」であり、｢蒔かれた種は、思いやりの

心だ｣ということを見つけてくれたようです。人権という言葉を

初めて聞いた子が多かったが、みんな一生懸命に人権について

考えてもらい授業は大成功でした。

　２月２１日、矢島スキー場におい

てトリプルクロス大会が行われまし

た。約７０名の選手が集まり、ス

キー、スキーボード、スノーボード

に分かれ、１レース３～４名が同時

スタート。ジャンプ台やコーナーの

連続するクロスコースと呼ばれる専

用コースを駆引きをしながらゴール

へ向います。上位２名が勝ち残り最

終的な勝者を決める大会です。同時

スタートによる行き詰まる接戦が繰

り広げられ、ゴールでは僅差のレー

スもあり盛り上がりました。
参加者全員で記念撮影 迫力のゴール

第
７
回
　
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

種
目
別
ス
キ
ー
交
流
会 

ア
ル
ペ
ン
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時
　
１
月
22
日
〜
23
日
（
土
・
日
曜
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
　
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場

　
秋
田
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
集
い
、
団
員
同
士
の
技
術
交
流
や
各

団
活
動
の
情
報
交
換
を
行
う
中
で
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
健
全
な
育
成
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
小
学
生
が
１
３
９
名
・
中
学
生
が
23
名
、
合
計
１
６
２
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
56
名
多
い
、
小
学
生
が
１
９
７

名
・
中
学
生
が
21
名
、
合
計
２
１
８
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
矢
島
町
の
皆
さ
ん
で
す
。

・
小
学
校

　
１
年
生
女
子
　
熊
　
谷
　
優
里
香
さ
ん
　
４
位
　
４
分
１
８
秒
３
３

　
３
年
生
男
子
　
高
　
橋
　
瑞
　
樹
さ
ん
　
２
位
　
１
分
３
８
秒
４
８

　
　
　
　
　
　
　
熊
　
谷
　
大
　
樹
さ
ん
　
４
位
　
１
分
４
０
秒
４
８

　
４
年
生
女
子
　
小
　
沼
　
佑
　
妃
さ
ん
　
６
位
　
２
分
３
４
秒
９
３

・
中
学
校

　
１
年
生
女
子
　
佐
　
藤
　
さ
ゆ
り
さ
ん
　
２
位
　
２
分
２
４
秒
１
６

　
２
年
生
女
子
　
大
　
井
　
　
　
都
さ
ん
　
１
位
　
３
分
０
４
秒
９
９

　
３
年
生
男
子
　
佐
々
木
　
　
　
伸
さ
ん
　
１
位
　
２
分
４
２
秒
８
６



　駅前を中心に矢島冬まつりが盛大に行

われました。当日は吹雪になるなど安定

しない天気でしたが多くのお客様が見え

られました。

　町内２つの酒蔵開放や駅前広場に作ら

れた巨大な雪の滑り台では親子づれがそ

りに乗ったり、雪だるまの重量当てコン

テトなどが行われました。

　駅の特設テントでは矢島の物産やたら

汁、また四国香川県の丸亀市より３名を

迎えての讃岐うどんの実演販売などが行

われました。（丸亀のうどんについては

右記記事）

（丸亀市役所の川村さんのお話）

　色々なところでうどんを作り

ましたがこんなに雪が降る場所

で作ったのは初めてです。ダシ

もきちんととっていますので、

美味しく食べてもらえたのでは

ないかと思います。

○印鑑登録をする際の注意事項
・本人が申請する場合は、本人確認ができるもの

　（運転免許証・パスポートなどの顔写真の付きの

　身分証明書）が必要です。

・顔写真付きの身分証明証がない場合は、家族等の

　印鑑登録している方が保証人となる必要がありま

　す。

　（保証人が登録している印鑑を持ってきて下さい。）

・本人が入院等の事情により窓口に来ることができ

　ない場合は、代理人による申請を行いますが、本

　人の意思確認を郵送で照会するため数日間を要す

　ることになります。

＜休日に死亡届を出される方にお願い＞
　届書に、亡くなられた方の生年月日や住所、本籍

　地などを記入するので、なるべく同居している親

　族の方が届出するようにお願いします。その際、

　火葬の日時、葬儀の日時・場所を決めてから来る

　ようにしてください。

＜合併後の住民票の発行、戸籍の届出について＞
　合併後の、住民票の請求や戸籍の届出等は、由利本荘市の中であればどこの総合支所でもできるように

なります。

●不明な点がありましたら、役場　生活・環境課　住民係　℡５５‐４９５９　まで問い合わせ下さい。



矢
島
中
学
校
建
設
委
員
会
　

　
　
　
　
委
員
長
　
佐
藤
　
　
功

　
校
舎
の
老
朽
化
が
進
む
中
学
校

建
設
を
検
討
さ
れ
始
め
て
６
年
目

に
入
っ
て
い
る
。

　
そ
の
間
平
成
13
年
度
に
実
施
し

た
老
朽
校
舎
改
築
事
業
に
定
め
る

耐
久
度
調
査
の
結
果
か
ら
も
一
日

も
早
い
建
設
が
待
ち
望
ま
れ
て
き

た
。
一
方
、
近
年
社
会
趨
勢
の
急

激
な
変
化
に
伴
い
少
子
化
が
進
む

中
で
、
本
町
で
は
、
今
後
児
童
生

徒
数
の
減
少
に
よ
り
学
校
規
模
が

縮
小
さ
れ
、
中
学
校
に
お
い
て
は

全
教
科
に
つ
い
て
免
許
保
有
者
の

配
置
が
出
来
な
い
等
、
学
校
の
活

力
の
維
持
や
学
習
効
果
等
の
面
で

将
来
に
わ
た
り
十
分
な
教
育
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難

と
な
る
と
思
わ
れ
る
。そ
こ
で
今
、

矢
島
中
学
校
の
建
設
の
時
期
に
あ

た
り
、
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

学
校
教
育
施
設
と
生
涯
教
育
施
設

を
同
一
敷
地
内
に
隣
接
さ
せ
相
互

の
教
育
機
能
を
保
ち
つ
つ
、
地
域

連
携
型
の
複
合
的
な
教
育
施
設
を

建
設
し
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

学
べ
る
ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境
を

構
想
し
た
。
具
体
的
に
は
、
町
立

の
矢
島
中
学
校
と
老
朽
化
が
著
し

い
県
立
の
矢
島
高
等
学
校
を
同
一

敷
地
内
に
隣
接
さ
せ
て
教
育
施
設

の
拠
点
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

施
設
設
備
の
共
用
・
教
職
員
の
相

互
交
流
・
学
校
と
地
域
の
連
携
強

化
に
よ
る
生
涯
学
習
の
充
実
等
の

メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
。
ま
た

一
方
で
登
下
校
時
や
放
課
後
の
部

活
動
時
の
交
流
な
ど
が
予
測
さ
れ

る
に
つ
き
、
生
徒
指
導
面
で
の
心

配
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
お
互
い
校

訓
や
目
指
す
生
徒
像
に
基
づ
い
た

指
導
に
よ
り
各
々
の
学
校
と
し
て

の
責
任
は
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
同
時
に
中
高
一
貫
校
の
連

携
と
異
な
り
、
複
合
的
教
育
ゾ
ー

ン
構
想
で
は
、
中
学
生
一
人
一
人

の
進
路
希
望
を
尊
重
し
自
分
が
選

ん
だ
道
に
進
む
こ
と
を
前
提
に
し

て
い
る
。
県
教
委
の
県
立
高
等
学

校
の
統
合
整
備
計
画
案
に
お
い
て

小
中
高
の
新
し
い
形
の
連
携
型
の

学
校
と
し
て
存
続
さ
れ
る
矢
島
高

校
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
中

学
生
が
入
学
し
た
く
な
る
よ
う

な
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
何
れ
に
し
て
も
複
合
的
教
育

ゾ
ー
ン
構
想
の
具
現
化
は
、
矢
島

町
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
あ

る
意
味
少
子
化
、
過
疎
化
に
悩
む

地
域
に
お
け
る
学
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
提
言
し
た
先
駆
的
な
例
に

も
な
り
得
る
と
考
え
る
。
こ
の
構

想
に
基
づ
い
た
矢
島
中
学
校
を
建

設
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
の

思
い
と
夢
を
形
に
す
る
の
が
当
委

員
会
の
役
割
で
あ
る
。
建
設
予
定

地
に
つ
い
て
は
、現
在
地
か
ら
、複

合
的
教
育
ゾ
ー
ン
構
想
に
基
づ
き

10
年
後
の
小
学
校
建
設
ま
で
視
野

に
入
れ
、
教
育
委
員
会
で
選
定
し

た
助
ノ
渕
地
区
が
適
地
と
な
る

が
、
建
設
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
は
、
平
成
15
年
３
月
に

矢
島
中
学
校
建
設
検
討
委
員
会
よ

り
答
申
さ
れ
た
「
矢
島
中
学
校
改

築
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
」
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
こ
と

と
し
、
そ
れ
に
加
え
て
各
委
員
が

そ
れ
ぞ
れ
親
と
し
て
、
教
師
と
し

て
、
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
の

立
場
か
ら
積
極
的
に
提
言
し
、
ま

た
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
そ
の

思
い
を
専
門
家
で
あ
る
安
原
教
授

に
形
に
し
て
い
た
だ
き
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
計
画
）
を
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
矢
島

中
学
校
建
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程

に
お
い
て
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
充
分
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
共
に
、
旧
藩
時
代
か
ら

国
内
外
で
活
躍
さ
れ
た
多
く
の
先

人
、
先
達
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と

か
ら
「
教
育
の
町
」
を
標
榜
し
て

き
た
我
が
町
で
あ
る
が
、
今
回
の

矢
島
中
学
校
の
建
設
計
画
を
「
新

時
代
の
教
育
の
地
域
（
ま
ち
）」
づ

く
り
の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
付
け
た

い
と
考
え
る
。

※
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

◎
佐
藤
　
功（
七
日
町
）　
○
佐
藤

久
美
（
城
新
）　
安
原
盛
彦
（
県
立

大
学
）　
佐
藤
　
公
（
田
中
町
）　

三
浦
祐
子
（
木
在
）
　
那
須
正
美

（
矢
島
高
校
）　
須
田
晃
司
（
矢
島

中
）　
滝
野
祐
美
子
（
矢
島
小
）

「
仮
称
矢
島
中
学
校
基
本
計
画

（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
設
計
に

あ
た
っ
て

　
矢
島
中
学
校
は
子
吉
川
に
沿
っ

た
見
渡
し
の
き
く
、
広
い
敷
地
の

中
に
将
来
、
小
学
校
、
高
等
学
校

と
隣
接
し
連
携
し
な
が
ら
矢
島
の

教
育
を
担
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
学
校
を
計
画
す
る
と
き

気
に
な
る
の
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ゾ
ー

ン
で
あ
る
。
生
徒
に
と
っ
て
安
全

な
場
所
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
を
ど

う
す
る
か
が
重
要
と
考
え
る
。
し

か
し
こ
の
広
い
敷
地
を
学
校
と
い

う
開
放
性
を
持
っ
た
施
設
で
あ
り

な
が
ら
全
面
的
、
完
全
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ゾ
ー
ン
に
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
い
く
つ
か
の
グ
レ
ー
ド
を
設

け
て
計
画
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
校
舎
内
に
お
い
て
は
地
域
開
放

す
る
部
分
と
そ
の
他
の
部
分
を
区

画
す
る
。
そ
し
て
こ
の
基
本
計
画

で
は
校
舎
外
に
も
セ
ー
フ
テ
ィ

ゾ
ー
ン
を
設
け
た
。安
全
に
遊
び
、

行
動
で
き
る
広
い
中
庭
全
体
を

セ
ー
フ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
と
し
、
そ
の

最
も
見
渡
し
の
良
い
と
こ
ろ
に
職

員
室
を
配
置
し
た
。
そ
こ
か
ら
は

セ
ー
フ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
は
勿
論
、
教

室
群
、
生
徒
の
登
下
校
口
を
も
出

来
る
だ
け
見
渡
せ
る
よ
う
に
し
て

教育委員会

だ　よ　り



や
ま
め
新
春
大
会

第
三
五
八
回

矢
島
短
歌
会
一
月
例
会
秀
歌

　
常
任
講
師
　
藤
田
　
嘉
樹

い
る
。

　
教
室
に
は
隣
に
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
（
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
）
を

設
け
て
多
様
な
学
習
形
態
、
生
徒

の
活
動
、
休
憩
に
適
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
ま
た
ど
の
教
室

か
ら
も
鳥
海
山
が
見
え
る
よ
う
に

配
置
し
、
鳥
海
山
、
子
吉
川
、
田

圃
の
連
な
り
が
い
つ
ま
で
も
生
徒

の
記
憶
に
残
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

　
地
域
開
放
す
る
部
分
は
校
舎
内

で
は
体
育
館
、
柔
道
・
剣
道
場
、
和

室
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書

室
、
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
室
）、
プ
ー
ル

と
し
専
用
の
出
入
口
を
設
け
て
い

る
。

秋
田
県
立
大
学
・
建
築
環
境
シ
ス

テ
ム
学
科
教
授
　
安
原
盛
彦

学
校
敷
地
内
禁
煙
に
ご
協
力
を

　
現
在
、
小
学
校
及
び
中
学
校

で
は
、
校
舎
内
禁
煙
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
四
月
よ
り
学
校
敷

地
内
を
禁
煙
と
い
た
し
ま
す
。

　
タ
バ
コ
の
受
動
喫
煙
防
止
、

防
煙
教
育
の
た
め
、
禁
煙
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

欧
州
文
化
に
感
激

中
学
生
海
外
研
修
報
告
会

　
２
月
15
日
、
日
新
館
に
お
い
て

先
月
紹
介
し
ま
し
た
矢
島
中
学
生

海
外
派
遣
研
修
報
告
会
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
保
護
者
や
先
生
な
ど
30
名
の
参

席
者
を
前
に
、
中
学
生
一
人
一
人

が
登
壇
。
ロ
ン
ド
ン
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
苦
労
し
た
こ
と
や
、
パ
リ
の

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
は
教
科
書
で

見
る
美
術
品
を
目
の
当
た
り
に
し

た
感
激
を
発
表
し
て
お
り
ま
し

た
。
後
半
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
発

表
や
意
見
交
換
で
は
ホ
テ
ル
や
見

学
先
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
や
体
験
を
今
後
に
役
立
て
た
い

と
感
慨
深
げ
に
発
表
し
て
お
り
ま

し
た
。

野
兎
の
跡
雪
野
に
遊
ぶ
三
日
か
な小

松
　
笛
秋

老
い
て
な
お
一
願
の
あ
り
初
詣
で正

木
　
禮
子

雲
の
陰
弱
き
光
の
初
日
の
出

金
子
　
四
郎

七
転
び
八
起
き
に
立
ち
て
年
始
め佐

藤
ト
キ
女

歯
の
痛
み
去
年
今
年
へ
と
突
き
と
お
る

佐
藤
真
都
子

初
鏡
髪
を
き
り
り
と
傘
寿
か
な

佐
藤
　
幸
子

初
春
や
茶
を
点
つ
孫
の
大
人
び
て佐

藤
　
和
子

雪
原
に
足
跡
あ
ま
た
獣
道

加
賀
谷
　
栄

誰
が
訪
う
と
繰
戸
に
孤
月
軒
雪
崩小

田
　
　
敏

初
刷
の
新
聞
重
し
イ
ン
ク
の
香

佐
藤
木
の
実

薯
蕷
飯
三
杯
も
食
み
姑
元
気

佐
藤
　
洋
子

止
ま
ず
降
る
除
雪
の
吾
も
無
心
な
り

佐
藤
　
栄
子

元
日
に
よ
け
て
は
又
よ
る
柚
子
の
風
呂

伊
東
　
房
代

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
」
元
気
な
孫
の
初
電
話

金
子
　
京
子

冬
将
軍
風
が
笛
吹
き
戸
を
鳴
ら
す佐

藤
　
勝
男

幸
い
の
降
っ
て
き
そ
う
な
初
日
影佐

藤
千
賀
子

孫
に
や
り
息
子
か
ら
い
た
だ
く
お
年
玉

佐
々
木
リ
ヨ

明
日
あ
る
を
頼
み
て
仰
ぐ
冬
落
暉藤

田
　
嘉
樹

正
月
の
孫
の
顔
見
て
福
の
神

桜
庭
　
恭
子

新
春
や
生
れ
在
所
に
棲
み
て
老
ゆ佐

藤
柳
四
郎

田
遊
び
も
は
る
か
な
り
け
り
老
二
人

茂
木
　
富
子

初
仕
事
葬
儀
参
加
と
な
り
に
け
り齋

藤
　
　
茂

初
夢
や
寝
返
り
う
っ
て
直
ぐ
忘
れ齋

藤
　
　
瑞

父
憶
ふ
彼
方
や
遠
し
冬
銀
河

鞍
馬
　
賢
治

寒
鱈
を
捌
い
て
男
ま
さ
り
な
る

北
島
や
す
雄

み
ん
な
の
善
意

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
し

て
寄
付
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
城
新
、　
真
坂
良
一
様（
御
尊
父

　
與
一
氏
香
典
返
し
）

○
栄
町
、　
小
野
　
久
様（
御
主
人

　
與
四
郎
氏
香
典
返
し
）

○
八
ツ
杉
、
小
番
　
功
様
（
御
尊

　
父
　
新
一
郎
氏
香
典
返
し
）

○
砂
子
沢
、
佐
々
木
サ
ダ
様(

御
主

　
人
　
次
雄
氏
香
典
返
し)

○
舘
町
、　
畑
沢
和
男
様(

御
母
堂

　
イ
サ
コ
氏
香
典
返
し)

○
坂
之
下
、
山
口
滉
様
　(

御
母
堂

　
ヒ
デ
氏
香
典
返
し)

孫
に
明
け
孫
に
暮
れ
た
る
一
年
ぞ
ズ
ッ
シ
と

重
き
孫
抱
き
上
ぐ
　
　
　
　
　
佐
藤
　
洋
子

こ
の
年
の
南
瓜
う
ま
し
と
思
い
つ
つ
今
日
の

冬
至
の
短
日
昏
る
る
　
　
　
　
伊
東
　
房
代

声
も
無
く
木
々
等
懸
命
花
咲
か
せ
慰
め
呉
る

る
い
と
お
し
き
か
も
　
　
　
　
冨
田
　
か
よ

在
り
し
日
の
息
と
登
り
た
る
鳥
海
山
チ
ェ
イ

ン
に
す
が
れ
ば
危
な
い
と
叫
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ト
キ

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
の
「
春
」
と
言
う
曲
美
し
く
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
乗
り
七
草
き
ざ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
リ
ヨ

年
の
瀬
に
七
十
六
歳
顧
る
短
か
り
し
と
長
か

り
し
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

白
妙
の
真
綿
ほ
か
し
て
覆
い
け
り
亡
母
の
仕

草
の
ま
ま
に
伸
ば
し
て
　
　
　
佐
藤
　
和
子

降
り
し
き
る
雪
に
そ
の
精
宿
る
が
に
す
が
す

が
し
も
よ
そ
を
除
せ
に
つ
つ
　
加
賀
谷
　
栄

賜
い
た
る
和
紙
の
根
付
の
あ
い
ら
し
も
幼
日

履
き
し
藁
靴
に
似
て
　
　
　
　
茂
木
　
富
子

元
日
は
心
し
ず
か
に
過
ぎ
た
く
も
ペ
ン
置
き

忘
れ
夢
中
に
探
す
　
　
　
　
　
佐
藤
　
幸
子

パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
て
帰
省
の
孫
の
夜
わ
れ
の

知
り
得
ぬ
孤
独
に
遊
ぶ
　
　
　
正
木
　
禮
子

曾
孫
見
に
此
の
雪
の
中
を
訪
い
く
る
る
友
の

う
れ
し
も
「
大
き
く
な
っ
た
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ヤ
ス

春
ま
で
は
ホ
ー
ム
の
世
話
に
と
友
を
諭
す
一

人
の
冬
は
淋
し
か
ら
ん
と
　
　
桜
庭
　
恭
子

幼
日
の
蘇
え
り
く
る
年
初
め
掻
き
除
せ
る
雪

の
香
の
懐
し
く
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
栄
子

胡
蝶
蘭
お
お
い
し
苔
は
さ
な
が
ら
に
ち
か
ら

放
ち
て
乾
き
ゆ
く
ら
し
　
　
　
佐
藤
真
都
子

読
み
疲
れ
子
供
の
如
く
眠
り
居
る
老
夫
の
顔

よ
り
眼
鏡
を
は
づ
す
　
　
　
　
井
島
ハ
ル
ミ

枕
辺
に
曾
孫
の
歌
う
「
キ
ラ
キ
ラ
星
」
聴
き

つ
つ
祖
母
は
死
に
ゆ
か
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
千
賀
子

誕
生
日
に
娘
に
も
ら
い
た
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
わ

れ
の
癒
し
の
大
き
な
ひ
と
つ
　
三
浦
　
玲
子

師
の
君
の
受
章
の
様
を
仲
間
ら
と
目
頭
あ
つ

く
見
守
り
て
お
り
　
　
　
　
　
竹
内
　
征
子

音
も
無
く
見
る
間
に
積
る
牡
丹
雪
の
庭
の
八

ツ
手
を
白
く
覆
い
ぬ
　
　
　
　
小
松
　
笛
秋

わ
が
不
学
な
じ
り
し
父
よ
見
そ
な
わ
せ
弟
ら

二
人
と
興
し
し
業
を
　
　
　
　
小
田
　
　
敏

年
の
瀬
も
迫
る
こ
の
朝
雪
繁
し
軒
並
み
老
い

が
雪
を
押
し
居
る
　
　
　
　
　
金
子
　
四
郎

　
講
師
詠
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

褒
め
く
る
る
父
母
す
で
に
亡
し
我
が
努
力
わ

れ
が
見
て
お
り
神
ま
た
し
か
り



ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム

　｢
ふ
れ
あ
い
農
園｣

耕
作
希
望
者
募
集

　
町
で
は
、
県
立
矢
島
高
等
学
校

の
針
ヶ
岡
旧
農
場
跡
地
に
非
農
家

の
方
を
対
象
と
し
た
家
庭
菜
園

｢

ふ
れ
あ
い
農
園｣

を
整
備
し
、
利

用
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
、
耕
作
希
望
者
の
募
集
い

た
し
ま
す
の
で
、非
農
家
の
方
は
、

是
非
耕
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
人
数
　
40
名

▼
募
集
区
画
の
大
き
さ

　
一
区
画
50
㎡
（
約
15
坪
）

▼
貸
出
料
金

　
１
㎡
当
た
り
　
年
間
60
円

　
標
準
区
画
で
年
間
３
０
０
０
円

▼
貸
出
期
間

　
平
成
17
年
５
月
１
日
よ
り

　
　
　
　
　
11
月
30
日
ま
で

　
　
　
　（
更
新
は
妨
げ
ま
せ
ん
）

▼
申
込
資
格

　
◎
非
農
家
の
方

　
◎
農
地
面
積
10
ａ
未
満
の
方

　
◎
矢
島
町
に
住
民
登
録
し
て
い

　
　
る
方

▼
募
集
期
間
　
３
月
15
日
ま
で

▼
申
込
先
　
農
林
課
整
備
係
ま
で

　
℡
55-

４
９
５
６

学
童
保
育
の
申
込
受
付

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
学
童
保
育

を
希
望
す
る
児
童
の
申
込
み
を
次

に
よ
り
受
付
し
ま
す
。

　
申
込
用
紙
は
、
役
場
福
祉
保
健

課
・
子
ど
も
館
・
矢
島
保
育
園
に

あ
り
ま
す
。

▼
対
象
児
童

　
放
課
後
、
家
に
帰
っ
て
も
家
族

　
等
世
話
が
出
来
る
人
が
い
な
い

　
児
童

▼
保
育
時
間

　
平
　
日
　
放
課
後
〜
午
後
７
時

　
土
曜
日
　
午
前
７
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時

※
帰
宅
時
は
、
保
護
者
の
迎
え
が

　
必
要
で
す
。

▼
保
育
場
所
　
子
ど
も
館（
新
町
）

▼
利
用
料

　
無
料
（
た
だ
し
、
お
や
つ
代
等

　
の
経
費
は
実
費
徴
収
）

▼
定
員
　
　
30
名

▼
受
付
期
間

　
　
３
月
１
日
〜
３
月
15
日

▼
申
込
先
・
お
問
合
せ
先

　
役
場
福
祉
保
健
課
　

　
℡
55
―
４
９
６
０

寿
康
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
第
十
回
春
の
民
謡
唄
い
初
め

本
荘
久
謡
会
の
皆
様
に
よ
り
ま
す

春
の
民
謡
唄
い
初
め
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
い

で
下
さ
い
。

▼
日
　
時
　
３
月
12
日(

土)

　
　

　
　
　
　
　
午
後
12
時
30
分
開
演

▼
場
　
所
　
寿
康
苑
大
広
間

▼
特
別
出
演
　
　
千
葉
美
子

危
険
物
取
扱
者
試
験

            

準
備
講
習
会
の
案

　
平
成
17
年
５
月
15
日
（
日
）
に

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
乙
種
第
４

類
・
丙
種
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
試
験
に
対
し
て
準
備
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

乙
種
４
類

平
成
17
年
３
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
〜
13
日
（
日
）　

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

平
成
17
年
３
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
〜
25
日
（
金
）

秋
田
テ
ル
サ

平
成
17
年
４
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
〜
10
日
（
日
）

秋
田
市
文
化
会
館

▼
受
講
料
　

　
個
人
１
４
、
７
０
０
円
　

　
会
員
９
、
４
５
０
円
　

　
学
生
は
会
員
割
引
料
金
で
受
講

　
で
き
ま
す
。

▼
補
習
講
習

　
平
成
17
年
５
月
８
日
（
日
）

　
受
講
料
　
８
、
４
０
０
円

丙
種

平
成
17
年
３
月
27
日
（
日
）

秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料
　
９
、
４
５
０
円

▼
講
習
会
受
付
（
各
講
習
共
通
）

　
平
成
17
年
２
月
22
日
（
火
）

　
　
　
〜
３
月
８
日
（
火
）
ま
で

▼
準
備
講
習
会
に
つ
い
て
の
受

　
付
・
問
合
先

社
団
法
人
　
秋
田
県
危
険
物
安
全

協
会
連
合
会

〒
０
１
０-

０
０
０
１

秋
田
市
中
通
４
丁
目
３-

２
３
　

秋
田
県
消
防
会
館
内

℡
　
０
１
８-

８
３
６-

３
２
３
６

FAX
　
０
１
８-

８
３
６-

３
２
３
５

h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
n
a
.n
e
.jp
/

〜

k
ia
n
k
y
o
/

E
.m
a
il.k
ia
n
k
y
o
@
c
n
a
.n
e
.jp

申
し
込
み
用
紙
等
は
近
く
の
消
防

署
に
も
あ
り
ま
す
。

　
小
学
校
、
中
学
校
の
教
職
員
送

別
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の

で
多
数
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
今

回
の
送
別
会
は
市
町
合
併
に
伴
い

町
教
育
委
員
会
が
な
く
な
る
こ
と

か
ら
小
中
Ｐ
連
絡
協
議
会
が
主
催

し
ま
す
。

教
職
員
送
別
会
の
ご
案
内

▼
日
時
　
３
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
５
時
よ
り

▼
会
場
　
日
新
館
ホ
ー
ル

▼
会
費
　
３
０
０
０
円

▼
参
加
申
込
　
３
月
25
日
ま
で
矢

　
島
小
学
校
（
事
務
局
）
へ

　
℡
56-

２
２
０
４

東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
時
は
、
電

線
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
又
切
れ

た
電
線
に
は
触
ら
な
い
で
東
北
電

力
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
雪
の
重
み
で
電
線
に
近
づ
い
て

い
る
樹
木
を
見
か
け
た
場
合
も
、

東
北
電
力
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
連
絡
先

　
東
北
電
力
株
式
会
社
　

　
本
荘
営
業
所
　

　
℡
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
０
１
２
０-

１
７
５-

４
６
６
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　人身交通事故　　３件　
（平成17年2月）　

　交通死亡事故ゼロ日数  　

　　　　　　　420日

交通事故の発生状況
（平成17年2月21日現在）

矢
島
町
臨
時
職
員
募
集

▼
勤
務
内
容
　
　
　
　
　

　
水
道
施
設
の
維
持
管
理
等
業
務

▼
募
集
人
員
　
　
　
　
　
１
名

▼
募
集
資
格
　
　
　
　
　

　
矢
島
町
在
住
者
で
概
ね
40
歳
ま

　
で
の
者

　
自
動
車
普
通
免
許
取
得
者

▼
勤
務
時
間
・
賃
金
　
　

　
矢
島
町
臨
時
的
任
用
職
員
任
用

　
管
理
規
定
に
よ
る

▼
雇
用
期
間
　
　
　
　
　

　
平
成
17
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
18
年
３
月
31
日

▼
加
入
保
険
　
　
　
　
　

　
社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、

　
雇
用
保
険

▼
申
込
方
法
　
　
　
　
　

　
履
歴
書
に
自
筆
記
入

▼
申
込
期
間
　
　
　
　
　

　
平
成
17
年
３
月
10
日
（
木
）
ま
で

▼
提 

出 

先
　
　
　
　
　

　
矢
島
町
役
場
水
道
課

▼
採
用
方
法
　
　
　
　
　

　
書
類
審
査
選
考
及
び
面
接
試
験

▼
問
合
せ
先
　
　
　
　
　

　
矢
島
町
役
場
水
道
課

　
電
話
　
55-

４
９
５
４

由
利
本
荘
市
奨
学
生
募
集

　
平
成
17
年
度
由
利
本
荘
市
奨
学

資
金
の
申
込
受
付
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者

　
由
利
本
荘
市
住
民
の
子
弟
で
、

学
業
成
績
が
優
良
・
品
行
方
正
、学

資
の
支
弁
が
困
難
な
状
態
に
あ
る

者
。

▼
募
集
人
員

　
５
名
以
内
。

▼
貸
与
月
額

・
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
、

　
国
立
高
専
　
５
万
円
以
内

・
高
校
　
２
万
円
以
内

▼
貸
与
期
間

　
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
就
学

　
期
間

▼
返
還
期
間

　
据
置
期
間
に
貸
与
期
間
の
２
倍

　
を
加
え
た
期
間
（
無
利
息
）

▼
申
請
期
間

　
３
月
22
日(

月)

〜
４
月
８
日(
金)

▼
提
出
先

　
学
校
教
育
課

　
（
日
新
館
内
　
３
月
22
日
よ
り

　
矢
島
教
育
事
務
所
教
育
課
）

▼
貸
与
決
定
方
法

　
選
考
委
員
会
で
審
議
、
決
定
後

　
通
知
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　
申
込
書
類
は
学
校
教
育
課

　（
℡
56-

２
２
０
４
）

フ
ォ
ー
ラ
ム

「
い
い
ね
、
秋
田
ス
ギ
の
家
！
」

　
秋
田
県
で
は
、
秋
田
ス
ギ
の
魅

力
や
活
用
の
必
要
性
、
そ
し
て
秋

田
ス
ギ
を
使
っ
た
家
づ
く
り
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
だ
め

に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
い
い
ね
、
秋

田
ス
ギ
の
家
！
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
３
月
12
日
（
土
）

▼
会
場

　
秋
田
県
中
央
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア

　
多
目
的
ホ
ー
ル
（
秋
田
市
御
所

　
野
下
堤
５
丁
目
１-

１
）

▼
参
加
料
　
　
無
料

　
※
参
加
希
望
者
は
事
前
に
県
秋

　
田
ス
ギ
活
用
推
進
チ
ー
ム
ま
で

　
お
申
込
下
さ
い
。

▼
問
合
せ

　
県
秋
田
ス
ギ
活
用
促
進
チ
ー
ム

　
℡
０
１
８-

８
６
０-

２
２
３
８

　
FAX
０
１
８-

８
６
０-

２
２
３
９

平
成
17
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
７

日
ま
で
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。

　
期
間
中
秋
田
県
で
は
、
建
築
物

の
防
災
に
つ
い
て
県
民
の
皆
様
に

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、次
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　１
、
県
内
各
地
域
振
興
局
建
設
部

建
築
課
内
及
び
（
財
）
秋
田
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
内
に
木
造
家
屋

の
耐
震
診
断
・
改
修
に
関
す
る
無

料
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
県
民
の

皆
様
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

２
、
不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
す

る
建
築
物
を
中
心
に
、
防
災
査
察

を
実
施
し
、
維
持
管
理
の
不
適
正

な
建
築
物
や
防
災
対
策
の
不
備
な

建
築
物
に
対
し
防
災
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

　
皆
様
が
安
心
で
き
る
建
築
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
住
宅
な
ど

の
安
全
性
・
防
災
対
策
に
対
す
る

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
皆

様
の
住
宅
や
身
近
な
建
築
物
の
防

災
に
関
心
を
よ
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。矢

島
町
囲
碁
大
会
成
績

優
勝
　
伊
東
　
廣
闡
　
八
段

二
位
　
須
貝
　
忠
平
　
七
段

三
位
　
金
子
　
光
悦
　
五
段

四
位
　
小
番
　
幸
一
　
四
段

　
　
　
　
矢
島
囲
碁
同
好
会

「由利本荘市」の市長選挙立候補届出説明会
　３月２２日、一市七町合併に伴う由利本荘市長選挙の立候補

届け出手続き等について、次により説明会を開きますので、立

候補予定者またはその代理人はご出席ください。

▼日　時　　３月１５日（火）　午後１時３０分～

▼場　所　　本荘市役所４階「正庁」

▼問合せ　　本荘市選挙管理委員会および各町選挙管理委員会

出動件数� 搬送人員�

交通事故� ０　件� ０　人�

一般負傷� ６　件� ６　人�

急　　病� １３　件� １２　人�

そ  の  他� ３　件� ３　人�


